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第4章

接 触 と 変 容 の 諸 相

パ ラ オ の 港

(George Keate, An Account of the Pelew Islands, 1788より)
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西サモアにおける首長称号保持者間の役割分化
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1.序   論

 ポリネシアの首長システムは,も ともと大きな社会統合を導 き,地 域によっては王

朝や国家にまで発展したのではあるが,18,19世 紀を通 じての西欧との接触により,

新たに成立した王権 とともにほとんどの地域でシステムとして働かなくなってしまっ

た。キリス ト教の布教,捕 鯨船 ・商船の来航,白 人プランターの入植に続いて植民地

化が行われ,疫 病 ・戦争 ・虐殺等による人口の著 しい減少の後,タ ヒチ,マ ルケサス

諸島,ハ ワイ諸島等を始めとする多くの首長制社会は崩壊 してしまったのである。そ

れは首長システム自体の崩壊 というよりは,文 化 ・社会全体の破壊に連動 したもので

あり,多 くのポリネシア社会はこの第一の危機を乗 り越えることがで きなかった。植

民地化の波が届 きにくかった離島と,そ してわずかに西ポリネシアのサモア ・トンガ

の両諸島が,首 長システムを何 とか失わずにきたといってよい。もちろん両諸島とも

に,サ モアは東西に分割されて各々アメリカ合衆国 ・ドイッの支配下に入り,ト ンガ

は独立国のままとはいえ外交権をイギ リスに委ねて しまったのだから,植 民地化の波

を無事乗 りこえたとは言い難いが,し かし大きな変容を被 りつつも,首 長システムは

社会の枠組として残ったのである1)。

 さて小論では,そ のように西欧との接触により多 くの社会が崩壊する中で,辛 くも
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生き残った首長システムのうち,筆 者が調査を行ったサモア諸島の西半分,西 サモア

社会の首長 システムをとりあげ,そ の最近の都市化による変容について考察 してみた

い。

 サモアの首長 システムは合議を主体とし,ポ リネシア社会ではやや異質のシステム

[山本真鳥 1984:186-188,M. YAMAMoTo 1987]で あるために,ハ ワイ ・タヒ

チのような統0王 朝が成立せず,か えって伝統的社会システムを根底から覆すような

形での植民地化が起きなかった。耕地 ・宅地や名声,固 有の特権 ・役割と結びついた

首長称号名(suafa matai)は 特定の親族集団(毎gの に属しており,在 任者が亡 くな

るとその中で適任者が選ばれ る こと となっている。村の中で首長称号をもつ者たち

(matai)は,合 議のための集会(fono) 多分に儀礼的要素が大きい を開き,村

の自治を司る。このように,特 定の土地や地縁共同体に基盤をもつのがサモアの首長

システムの特徴で,個 々の首長の独立性が大層高いのである。また称号名の授与が,

より上位の首長により管理されているのではな く,個 々の親族集団に委ね られている

ため,例 えばより上位の首長称号の権威に依存する上意下達式の トンガの首長 システ

ムと比べてみると中央集権化の度合が小さく,そ の首長称号保持者の一定人口に対す

る比率は驚 くほど高いものとなっている2)。

 東西サモアはもともと同じ言語 ・文化を共有するひとつの社会であったが,19世 紀

末の植民地化の結果,東 西に分断されてしまった。宗主国を異にするために,各 々は

同じ西欧文化圏ではありながら異なる文化め洗礼を受け,ま た興味深いことには,宗

主国の異なる植民地政策の影響から,各 々文化変容の度合を異にしている。小論の舞i

台である西サモアは,1889年 に ドイッ領,第1次 大戦後ニュージーランド領 となり,

1962年 に独立国となったが,そ の際首長システムを選挙制度にとりいれ,首 長称号保

持者のみが選挙権 ・被選挙権をもつというユニークな代表制をつ くりあげたことで知

られている。東のアメ リカ領サモァが第二次大戦後,遠 洋漁業の基地として缶詰工場

が栄えるなど市場経済の浸透が著 しいのに対 して,西 サモアは伝統的な暮 らしを多分

1)も っとも トンガでは,統 一王朝を成立させた明君George Tupou Tau倒ahau 1世 が改革を

行って伝統的首長制を貴族制と近代的官僚制に作り変えてしまったのであるから,独 立は保っ

たものの,内 側からの改革で首長制のありかたそのものは大きく変わ ったといってよいかもし

れない。今日の トンガ王権は,少 な くとも制度的レベルではピラミッド型の首長のランキング

によって国民と媒介されているのではなく,近 代的立憲君主国として国民に直結して君臨して

いるのである。

2)ト ンガでは19世紀半ばの2万 人から今日の9万 人に人口が増加しているものの,近 代王権が

築かれてか らは中央で称号授与が管理されており,40名 た らず しかいない[MARcus l980:
119]。 一方の西サモアでは1904年 には総人口の7パ ーセントがmataiで あ った[PITT 1970:

69]が,近 年次第に増えて1982年 には人口(約16万 人)の9.4パ ーセントとなっている[WEsT-

ERN SAMoA GovERNMENT 1982:387]。
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に残 している。伝統的大家族の生活や,タ ロイモ ・タームーイモ ・バナナ等の自家消

費用の根栽作物をつ くる半自給自足経済や,伝 統的演説 ・敬語 ・礼儀作法等を日常的

に実践 しているのである。とはいえ独立を境として,そ れ以前から生 じていた市場経

済の導入をはじめとするさまざまな近代化は加速度を増 してきている。伝統的なもの

に誇 りをもち,そ れを失った東サモアの人々を半ば軽蔑している西サモア人だが,一

方で先進諸国の物質文化にも憧れをもち,そ れ らを手に入れるための現金収入を得る

ことに敏感である。結局のところ,高 賃金と安い関税を介して憧れの品々を手に入れ

ることのできる隣人には隠れた羨望をもっているのである。

 さて近代化そのものの首長システムへの影響力は計り知れないものがあるが,と り

あえずここでは近代化の中でも都市化という問題に焦点を絞 り,こ れが与える首長シ

ステムへの影響を考察の対象としたい。アピアという非伝統的首都の肥大化,盛 んに

なる海外への出稼ぎ ・移住等の人口移動,す なわち都市化の波の中で,村 では過疎化,

また村に住まないmatai(首 長,な いしは首長称号保持者)の 増加,称 号分割3)の急

増といった社会問題が多 く進行 しているが,そ れが首長 システムにどのような変容を

もたらしているのだろうか。これこそが,小 論のテーマである。

∬.今 世 紀前 半 まで のrnatai(首 長)シ ス テ ム

 西 サ モアの人 々は しば しば,こ の国はatua(キ リス ト教の神)とmatai(首 長 シス

テム)と 漁 冨 α〃20α(サモアの習慣)に よって 成 り立つ と説明す る。 キ リス ト教 は

150年 程 前 に宣教師によ って伝え られた ものであるが,人 々にとって これは もはや生

活 に欠かせな くな っている。教会 に行かな いサモァ人 はいて も,キ リス ト教信者でな

い ことを主張するサモァ人はまずいない。 キ リス ト教 の説 く隣…人愛 の精神や平和 主義

こそはサモァ社会を維持 して い く上で今では欠 かせ ない,と 知識人が主張す る一方で,

人 々は教会行事の遂行 や信仰 の証 としての教会建設 に熱意 を燃 や して いる。

 同様 にmataiシ ステムはサモア人 にと って重要な社会制度で ある。 大家族の各 々は

個 々のmatai  首 長 称号保持者 は 世帯 の な か で は家長 として世帯の運営 にあた る

一 によって律せ られ
,mataiの つ くるfono(集 会)が 村や地方 を統治す る。サモア

人にとってmataiシ ス テムは,古 え より連綿 と続 く祖先 の叡知である。 この伝統的 シ

ステムによ りサモアの社会 は成 り立 ってお り,こ れ こそは不変 の システ ムである と人

3)1つ の称号名の保持者は本来は1人 であるはずだが,そ の稀少なものをめぐって争いが生じ

るなどを理由として,2人 以上の人に同名の称号を授ける称号授与の仕方。第IV節 に詳述。
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、々 は思 っているのだが,こ れはまた村で伝統 的生活をお くる一般の人か ら代議士 ・政

府高官 に至 るまで,ほ ぼすべてのサモア人 に共通 した考 えなのであ る。

 しか し,人 々の抱 く不変のmataiシ ス テムとい うイメージにもかかわ らず,こ の シ

ステムは実際 には,19世 紀 前半か らの西 欧社会 との接触 を通 じて多 くの変更を蒙 って

きたようであ る。例 えば,1934年 にModern Samoaを 書 いたF. Keesingは 既 にこの時

代 に,西 サモアでは称号保持者が増加 し,高 位称号 が大 きな統合を導 く要 として機能

しにくくな ってお り,ま た称号間 の格の差は縮小 しつつあ る,と 記 している[KEESING

1934:246-256]。19世 紀 終わ り頃には,現 金 や工業製品の綿布 が交換財のカテゴ リ

ーの中に取 り込まれ[STAIR 1897:173;KRﾅMER l902 Band 2:90 -91;MEAD

l969:74な ど],ま た 第一次 大戦以前か ら,大 工 に家を建てて もら う儀礼の祝宴には

塩漬 け肉の樽  今 日では ブタ と同 じカテゴ リーにはいる贈与財 とな っている一 を

欠かす ことがで きず,こ れを調達す るために現金 が必要 となる[HANDY and HANDY

I924:16-17]こ となどか ら考 え れ ば,市 場経済は結構早 くか らこの社会 に入 り込ん

で いった ようである。その意味で,人 類学者の記述 するmataiシ ス テムは,全 く無垢

のままの土着 システム4)で はな い。

 さて ここで は,人 々の心 に思 い描 くmataiシ ス テムのモデル とな って いる,20世 紀

前半 まで の伝統的mataiシ ス テムの概略を説 明 して おこう。 かつ てmataiは'読gα 構

成員 の生殺与奪の権 を握 って いた といわれるが,今 世紀 に入 ってか らのmalaiに は そ

のような強権はなか った[MEAD l 943:216]し,ま た現金経済は少 しつつ人 々の生

活 に入 りこんでいた。 しか しなが ら,今 日のように各 痂9α に給与所得者が何名 もい

るということもない し,ま たニ ュージーラン ドやハ ワイへ出稼 ぎにいった 厩gα 構成

員が送金 して くれ るとい うこともなか ったか ら,厩gα 構成員 の労働力を統制する こ

とはmataiに と って重要な職務 だ った。 そん な時代のmataiシ ス テム,サ モァ人 が

mataiシ ス テム と聞いて思 い描 くようなmataiシ ス テムについて書 いてみよう。

 mataaシ ス テムは,親 族 システムで ある'厩9α システム と無縁ではない。 厩9α は,

メ ンバ ーの聞 に権i利の違 いはあれ,母 方 ・父方 いずれか に血縁 を辿 ることので きる人

な ら誰で も加わ ることがで きるため に,結 果的 にはambilinealに 構 成 きれる緩 い親

族集 団である。基本家族 から一 地方を覆 う大 きな集団まで様 々な レベル を含んで いる

4)こ こで 《土着》と 《伝統》という2つ の用語を明確に区別して定義しておこう。 《土着的》

とは既に失われてしまったものも含めて,も ともと(西 欧との)文 化接触以前に固有にもって

いた言語 ・文化 ・社会システム等に関して用いる用語である。一方,《 伝統的》という用語は

文化接触や変容を経てから,(た とえ大きな変化を蒙 っていても)現地の人々が,そ れが古くか

ら存在すると主観的に見なしている言語 ・文化 ・社会システム等に頬して用いよう。
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が,こ こで問題 とす るのは,特 定の村をべ一ス として宅地 ・耕地及び称号名を有 し,

永 続 して存在す る 毎gα である。

 ま ず称号名 について説 明 しよう。称号 名は固有 の名前で あ り,代 々その'痂9σ に伝

え られる性格の ものである。 称号名をもつ人が首長(matai)で あ り,厩gα 経営 の リ

ーダーとな ると共に
,'吻 αの外 には'痂gα を代表す る立場 をとる。 称号 名には様 々

な義務や特権 が結 びつ いてお り,こ の称号名の継承者 は前任者 と同 じ義務や特権 を も

つ存在 とみなされる。か くして組織体の永続性 が確保 されているので ある。称号名 に

は,名 の由来 を説 く秘密の伝承 があ り,そ の正統性を示す ものと して 厩8α に語 り伝

え られて いるが,そ の一方 で,村 や地方 の地縁 組織の もつ称号名 の構造の 中で0定 の

位置を占める[山 本真鳥 1984,M. YAMAMOTO 1987]と い うことによ り, matai

シス テムは 集権 的で はな いが,'δ 忽α の外側か らあ る種 の社会的 コン トロールも受 け

るよ うにな っている。 ただ し土地 ・称号裁判所 は称号 名の登記や裁判を行 ってお り,

中央政府 によ る統制 的機能 が働 いている。

 さて,こ う した 毎gα は 冤gα の リーダ ー と なる称号 名にS艪� つけて,例 えば

Pepeと い うmataiに 率 いられる'4忽 αの場合はSa Pepδ と呼びな らわされ るのであ

る。 この時S� Pep驍ﾍ, Pepeの 配 下にまた幾つかの称号名を もつ'励 毎gα 形 式を

とる 厩幽 のこともある し,毎gα の 中にma�iはPepeし か いな い小規模 毎gα のこ

ともある。 いずれの場合に も,各mataiは,各 々の リーダ ーシップの もとに拡大家族

的な大世帯一 その人員構成 は親子 ・キ ョゥダイ ・イ トコなど無系的 に共通 の先祖 を

もつ人々に配偶 者及び子 どもた ちを加 えた ものである  を営むのであ る。今 日では

それは20人 程度 であることが多 いが,か つてはも っと大人数を含 む もので あったはず

で,Tumerに よれ ば50人 を上回 ることす らあ った らしい[TURNER ::':173]5)。

 mataaの'4zgα 内で の役割は,切gα で暮 らす人 々の労働 および資源,作 物を管 理 し,

采 配 をふ るうことで ある。 厩8α 構成員は老 いも若 きも,多 くはmataiの 指 示に従 っ

て,ま た ときには自発的 に,で きる範囲で 毎9α に貢献す るのが原則であ る。 厩9α

構成員はmataiの 指 示 どおりに行動 して いる限 りにおいては,こ のく共 同体 〉を追い

出され ることはな く,し たが って寝食を おびやか され る ことはな い。 痂9α は寝 た き

り老人 ・身体障害者な ど我 々の社会で福祉がカバ ー してい る人 々まで をも引 き受ける

のであ る。

5)1920年 代 頃からニュージーランド植民地政府の政策により,malai称 号をもたない中年既婚

男子はmataiの 直接的支配を逃れて,一 家を構えて半独立の経営体を営むことが多 くなってき
た[KEESING 1934:271-277]。 彼 らは特定mataiにtautua(奉 仕)を する義務をもつ。即ちそ

のynataiの 求 めに応 じて財を供出したり, suaと 呼ばれる儀礼的な食物の捧げ物を彼に対 して

行わなければならない。
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 毎9α の大家族 的共同生活を維持す るた めにmataiに 委 ね られて いるのは,単 に経

営者 としての管理運営業務 の計画 をたて るこ とだ けではな く,む しろ細かい行動 を指

示す ることである。サモアの若い人 々とい うのは,mataiの 手足 となって働 くために,

自主的 に行動す る ことが少 ない し,ま たそ ういう能力を訓練 されてもいない。称号 を

授与 される以前 の若者は徹底 してmataiの 指 示 に従 って行動 すべ きだ,ま たそうでな

い行動 な どとれ るはずがない と人々は考えて いる。mataiに な って こそ人間 は一人前

であ るが,そ れ以前は子供なのだ。 したが って若者のモ ラルに関 してもmataiは 監 視

の目を光 らせな くてはな らない。 夜這 いにな ど行 った り,盗 みを働いた りして 厩9α

の名を疑 め な い よ う に し,し っかり監督す るのはmataiの 仕 事の一部である[山 本

真鳥 1986:127-129]。

 そ うした 厩gα 内部 の統制 に加えて,mataiは 村 や地方 の集会(fono)や 儀 礼 などに

おいて 厩gα の代表 としての役割を果たす必要があ る。 単 に出席す るだけの場合 もあ

るが,演 説,カ ヴ ァ飲用,食 物や交換財の分配な ど,そ の称号 名に定め られた任務 を

様 々な政治儀礼的場面にて遂行す るのは,mataiの 重要 な役割の ひとつである。

 さ らに,様 々な儀礼 の場 において儀礼交換(fa'α 伽 θ伽 θ)を 処 理 して い くの は,20

世紀 前半 において どうであ ったかを細かに文献 によって追跡す ることがで きな いもの

の,少 な くとも今 日ではmataiの 重 要な役割 とな っている。筆者は,サ モアの儀礼交

換ρ研究を通 じて,こ れ ら儀礼交換がかつては特定の格 の高 い首長の 毎gα に関 して

もっぱ ら行われたはずで,こ れが首長称号の平準 化にともな って,庶 民である普通の

mataiに ま で も拡大されて きたと考えて いる。 恐 ら くは20世 紀前半 を通 じて,次 第次

第 に一般 の 毎gα にまで も拡大 されてきたのであろ う。 ひと月 に何回か,ひ どい時 に

は1週 間に1～2回 もある儀礼交換のために,ブ タや現金,細 編み ゴザなどを捜す仕

事 は,少 な くとも今 日のmataiの,大 変だけれども重要な職務 のひ とつ とな ってい る。

 さて,こ のよ うな役割を果た しているmataiは ど のようにして選ばれるので あろう

か。サモアの首 長称号継承が,ト ンガの ように長男 から長男へ と,あ るいは東 ポ リネ

シァのよ うに男女 を問わず長子か ら長子へ と自動的 に伝え られ るものでな いことは,

初 期の研究 者の記述で も しば しば注 目さ れて いる。 次 に誰がmataiと な るかは 厩gα

に血縁 を辿 る ことので きる人全てCδ 忽αから婚出 して しまった人 の子孫 も含 めて)の

参加する集 ま りで,全 員の合意の下 に選 ぶこととな っている。今 日と比べた時,か つ

ては 彦伽 α伽 θ(父 系的メ ンバ ー:字 義通 りには男性 の子孫)が,ほ ぼ独 占的 に称号へ

接近す ることが可能で,tamafafine(女 性 メ ンバ ーの子孫 。 二次 的にmaiaiに な る権

利を もつ)に あま りチャンス はなか った とい った違 いがみ られ るよ うである。1920年
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代にマヌア諸島で調査を したMeadは,'α%魏 の主導 的権利 に対 して, tamafafine

は拒 否権 をもつ と述べ ている[MEAD l969:18]し,ド イッ領 サモアの 初代高裁長

官 を務 めたSchultzもtamafafineに 順 番 が廻 って くるのは,如 吻α'励6に 適任者がいな

か った時だけで あるとしている[SCHULTZ l911:51]。 しか し,如 規α」励θの仲 間内

で だれが称号を得 るのか とい った順位は,ど うもかつて よ り一義的には決 まっていな

か った ら しい。19世 紀 に活躍 した宣教師Turnerは 「息子が継 ぐか もしれな いが,叔

父 や従兄弟や,時 には全 くの他人 に与え られることもあ る」[TURNER l884:173]

と記 して いる。

 ま たSchultzに よれば,長 男が継承す ると決 まったわけで もな く,父 の称号名を息

子 が継 ぐとも限 らず,死 者 の弟が継 ぐこともあ り,さ らにその次の代 には叔父か ら甥

へ渡 される こともあったよ うであ る。先 代のmataiは,こ れ と思 う若者 に継承させ た

いという意志 を表明することはで きるが,い つ もその遺言@吻 ㎎ の が聞 き届 け られ

るとは限 らない。 物9α の集 まりはその遺言を参考 にす るが,異 な る決定を下す こと

もで きるのである。 ま た 場合 に よっては養子 に称号が与え られ るという[SCHULTZ

l911:53]o

 この ような 〃aatai選出 に関す る柔軟性は,サ モアの首長 システムの大 きな特長で あ

り,こ れゆえに,世 界中で 同時進行 している民主化の流れの中でこのような〈封建的〉

システムが生 き残 ることがで きた とい って も過言で はない。西 サモア独立 に際 してサ

モア人代表は,こ れは我 々の文化であ り我々のや り方なのだ と主 張 したが,そ れ か ら

20年 を経 たのちの インタ ビューで も政治 リーダーたちは,こ の システムがサモア文化

の コンテクス トにおける民主主義であることを強調 していた。すな わちmataiシ ス テ

ムは,継 承方法の硬直化 による愚かな リーダ ーを奉 る必要 がなか った し,ま たmatai

選 出方法 の民主性,つ ま り家族 の中か ら管財人(trustec)と しての代表を選 び,代 表

が代 表を選んでい くの だという,一 種 の代表制 システムで あることを主張す ることに

より,シ ステム自体 を現代 に適応 させ るこ とがで きたのである。

 そ して恐 らくは今 日のmatai選 出方法 も民主化を さらに倍増 させ た形へ と変容 して

きているように思える。今 日,土 地 ・称号裁判所でmatai継 承 をめ ぐる裁判 の大まか

なガイ ドラインとな って いるのは,第 二次大戦後間 もな くよ り十数年同裁判所で長官

を務 めたMarsackの 『覚書』[MARSACK 1961]で あ る。 これ によれば,20世 紀 初

頭の ∫α彿認伽θ とtamafafineの 権 利上の相違は 刀 鋲1忽α(称 号の継 承 ライ ンに近 い人

々)と 伽ψ銘」卿(称 号 の継承 ライ ンか ら遠 い人 々)に 置き換え られている[MARSACK

1961:7]6》 し,女 性 の称号保持 も法廷 はこれを妨げない として いる。実際に今 日の法
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廷では・ 伽zα'δ彬μα規御 πθの法的権利 上の区別に行わないとの ことで あ る[1978年

頃 同裁判所 の登記官(registrar)で あ ったTuiletufuga Enel骼� との談話]。 つ まり

は伝統的規範 におけ る男/女 の法的権利 上の差異を現在 ではな くすよ うに して いると

い うことだ。

 そ れでは実際 に,初 α鰯 選 出の際のガイ ドライ ンとは何で あろうか。 第1に,血 縁

関係であ るが,こ の柔軟性 については先 に記 した。Marsackは 養子 に加え て,さ ら

に婚入 してきた男性 も挙 げている。 もっとも 厩8α 内に意見の相違がある とき,裁 判

所の側か らそう した人 々をrnataiに 指 名す る こ とは避 けるのだ そ うだが[MARSACK

I961:ll]o

 第2に は,多 面的な意味での奉仕(tautua)で あ る。まずは,先 代mataiに 対 してど

れだけ奉仕を したか。奉仕 には様 々なや り方があるが,mataiが 村 の行事 などで必要

な食 物を調達す るの に協力 した り,日 常的 にmataiに 食 物な どの届物を した り,教 会

に献金 したり,mataiの 命 令 に従 って農作業 を した り等 々が挙げ られる。 また村 や地

方 な どの地域 に対 しての奉仕 もこれ に含まれて いる。そ うした奉仕は,村 に住み込ん

で行 われる性格の もので あ り,ま たmatai就 任 後 も引き続 き村 に住んで,'δ なαの面

倒をみる ことが前提 とな っている。

 第3に 称号への適性がある。mataiと な る人 は,そ の 毎gα の故事,系 譜等,諸 々

の知識に秀で,か つ演説 や儀礼 などサモア固有 の習慣 に長 じている必要 があ る。 また

彼がmataiと な ったために'δ忽σ内 に争いが多発す るよ うで はいけない し,村 の他 の

mataiた ちか らも反感をか うことのな いような,温 厚かつ尊重 され る人柄 でな くては

な らない。

 第4に 先代mataiの 遺 言があ る。 これ は先 に説明 した通 りである。

 以 上 は,称 号の継承 に関 して'吻 σ内に争いがおこった時に,裁 判所 がいかな る人

物に称号 を授 与す るか というガイ ドライ ンで あるが,も しも 毎gα 内での合意が得 ら

れた時 には,こ の範 囲外 のこともあ る。 しば しば 厩8α の血縁者を通 り越 して,養 子

や婚入者 に対 して称 号授与 が行われ る し,ま た合意 さえ成 立すれ ば,そ れは全 く赤の

他人 に対 してで も構わないので ある。近 年特に しば しば,仲 良 くな った外国人に敬意

6)し か しながら,Marsackは 明確にf彫Jfgα と 励汐z4」69αを区別することは難 しいとして確言

 を避けている。もともと♂α脚励6とtamafafcneの 区別は血縁関係によって称号継承の順位を定

 めたルールであるが,刀 灘9α は継承ラインに近い人,倣 ψ読9αは遠い人,と いうのは同義反

 復に過ぎず,裁 判所のガイドラインの覚書としては余 りに曖昧であるといわざるを得ない。し

 か しそれは,血 縁よりも奉仕が重視されるようになった傾向を物語っており,ま た男性の子孫

 か女性の子孫かが称号に対する権利を区別するメルクマールとなりにくくなっていることを示

 している,と 解釈してよいと筆者は考えている。
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を表して,な いしは何 らかの(例 えば0方 的に与えられた金品に対する)お 礼として

称号を授けることがある。土地 ・称号裁判所では外国人が称号を保持することを認め

ていないので,正 式な登記7)をすることはできないし,耕 地や宅地の使用を行 うこと

もまずないので,こ れは実質的価値 のない名誉称号的なものに過ぎない。 もともと

suafa称 号(土 地所有をともない,厩9α が称号授与の主権iをもつ称号。称号保持者

はmataiと 呼ばれる)と は別に,αoと 呼ばれる形式の称号があるが,こ れなど土地所

有を伴わず名誉だけある とい うもので,外 国人に贈 られたsuafa称 号はこの αo称号

に相当する性格をもつ。 しかし,同 じサモア人同士でも,村 に教会を建てて くれた大

工にお礼で授与 した(実 際には礼金が充分用意できなかったか らその代わりだ,と い

う陰口もあった)ケ ースも耳にした。

 このように広い範囲における称号授与は,最 近頻発 しているとはいえ,伝 統の延長

線上にあることに注目すべきである。

皿.西 サ モアの最近の都 市化

 さて,称 号分割 と最近の不在mataiの 急 増 とい う事 態につ いての具体的ケース に入

りたいが,そ の前 にこの節では西サモアの都市化の概略 を述べてお こう。

 サ モア には,伝 統的 に村の連合 として の地方 の中心 となる格の高い村(首 村)が 存

在する。例 えば ウポル島は東西 に3つ の大地方 に分 かれて いるが,そ の東側の3分 の

1を 占めるアツア(Atua)地 方 の首村 はルフィル フィ(Lufilufi)村 で あり,西 側 のア

アナ(A'ana)地 方 の首村 は レウルモエガ(Leulumoega)村 で ある。 中央の ツアマサ

ガ(Tuamasaga)地 方 にはマ リエ(Malie)村 とアフ ェガ(Afega)村 の2つ の首村が,

この地方 の中心 と して互い に相互補完的役割 を果た して いる。

 しか し,現 在の首 都ア ピァはその ような伝統的 中心 とはかかわ りな く,む しろ東西 に

延びた ウポル島の北岸 中央 にあ り,船 舶用 に湾を もち,西 サモ アで唯0の 平野部 にあ

るとい う地形 的条件か ら,商 業 を 目的と して19世 紀 の半 ばに西欧人がつ くった町 なの

で ある。 コブ ラ買付 けや見返 りとしての商品を売 るために,西 サモア内はもちろんの

ことクック諸 島やエ リス諸島まで行 くコブラ ・ス クーナ ーの基地 として大 いに栄 えた。

7)matai登 記 は,現 代の婚姻を行政が管理するのと同種の,政 府によるコントロールである。

 婚姻が政府に届けられていなくても,結 婚式を挙げた男女や共に長く棲んでいる男女を人 々は

 しばしばカップルであるとみなすが,そ れと同様に登記がなされていなくてもSUOfQ'Zと呼ばれ

 るmatai就 任式を行 っていれば,人 々はmataiで あると認定してくれるのである。 しかし,内

 縁の妻が受ける法的保護は微々たるものであるのと同様,登 記されていない称号保持者のうけ

 る法的保護はほとんどない。
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19世紀の終わ りからは,ア ピアは商業の中心であるばかりでなく,常 に西サモァの植

民地政府が置かれていたところであった。要するにアピアはおよそ伝統文化の対極に

位置する町であり,サ モアの近代化を リードする先駆けをいつも務めていたのである。

 そうした西サモア唯一の都市であるアピアは,か つてはもっぱら白人や白人と結婚

したサモア女性,そ してその子供たち等の住む商業の町で,政 府に勤めたり白人の家

のメー ドや下男を勤める若干を除 く普通のサモア人にとっては,役 所に出頭 したり,

買物をしたりするときだけ来るところであった。しかしいつの頃からか,現 金収入や

教育,生 活水準の向上を求めて,ま た西欧文化に憧れて村を離れて住むサモア人もで

て くるようになった。

 アピァに住むということは,宅 地を買ったり,借 地 したり,あ るいは借家すること

である。自給自足的なタロイモ ・バナナなどの栽培に食物を頼ることは用地の確保の

問題か らまず難しく,ま た用地がある時も家人がみな職業に就いていたりして,現 金

収入依存型の生活を営むケースがほとんどである。都市の生活はそれなりに難 しいこ

とも多いのに,人 々がその自由さや娯楽 ・活気に憧れるのはいずこも同じで,ア ピア

首都圏  この統計に用いられているのは,ヴ ァイシガノ(Vaisigano)西 区とファレ

アタ(Faleata)東 区の両選挙区を併せた範囲である  の人口も間断な く増加 しつつ

ある。表1に 示 したのは,年 度毎のアピァ首都圏および西サモァ全体の人口で,ア ピ

ァ首都圏への人口の集中具合を知ることができる。今日ア ピア首都圏には人口の約5

分の1が 集中している。最近では道路の建設からバス交通網の発達が著 しく,特 にア

ピアから北岸を西へい くルート沿いの村々はベッド・タウン化 している。その意味で

はアピァ首都圏の人口集中のスピードは弱まってはいるものの,ア ピァ首都圏は実質

的にさらに拡大しているということもできるだろう。

 さてそうした西サモァ国内の都市化に加えて,さ らに国際的規模での都市化がある。

出稼ぎを含む移住 ・移民の流れである。西サモア人のニュージーランド移住は第二次

大戦後に飛躍的に増大 した。表2は,ニ ュージーランド政府の国勢調査に表れたニュ

ジーランド在住サモア人の統計である。西サモァ国内の16万人に対 して,ニ ュージー

表1 アピア首都圏の人口と西サモァ総人口に対する比率

1・956【 ・96・1・9661・97・i・9761・98・一

 ア ピ ア 首 都 圏 人 口 (a)

 西 サ モ ア 総 人 口 (b)

 (a)の(b)に 対する比率(%)

18,153

97,327

18.7

114,427

 19.0

2潟6ggl2馬48・

    131,377

     19.4

30,261

146,627

 20.6

32,099

151,983

 21.1

33,170

ユ56,349

 21.2

[WEsTERN SAMoA GovERNMENT 1967,1982】
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ラン ドにその4分 の1以 上にあたるサモァ人がい る

とい うことは大変な こ とだ。一方 のアメ リカ領 サモ

アは,住 民が合衆 国国民8)と して合衆国 に自由 に出

入 りで きるため,西 サモア人のニ ュージーラン ド移

住 よ りさ らに進んだ都市化の状況を呈 してい る。国

勢調査 の際 に,ニ ュージーラン ド程 に細かい民族 別

質 問項 目のない合衆国では,ど れだけのサモァ人が

実際 に居住 しているかにつ いて正確な統計 データを

もたないが,ア メ リカ領 サモァの人口約3万2千 人

(1980年 国 勢調査)に 対 して,あ る推計 によれ ばその

3倍 近 くのサモァ人が合衆 国に居住 してお り,約6

万5千 人が西海岸 に,ま た2万 人がハワイ州 に住む

表2 ニ ュージーランドに居住

  するサモア人

1936 362

1945 716

1951 1,336

1956 3,740

1961 6,481

1966 11,842

1971 22,198

1976 27,747

1981 42,078

[PITT and MAcpHERsON  l974:

ll9;NEw ZEALAND GovERNMENT

l973,1985]

(た だ し,自 己 申告 によ る国勢 調

査 デ ー タ)

とい う[PAclFlc PuBLIcATIoNs l 984:39]9)。 も ともとアメ リカ領サモアの ほうが賃

金 も高 く,親 戚 もいてたやす く行 けるため,こ こに出稼 ぎに来 る西サモア人 も多 く,

当地を媒介に してハ ワイ ・西海岸 に移住 している西サモア人 も決 して少 な くない よう

だ。ニ ュージーラン ド,合 衆 国が目下 の ところ,西 サモ ア人 にとって もっとも移住 が

多 い国であるが,他 にもオ ース トラ リアやカナダへ の移民が増加 中であ る。

 さて このよ うな急激な移 民の増加が社会に もた らす影響は,も ちろん計 り知れな い

ものがあ り,配 α妬 システムの変容 とどう関わるかが小論の課題 である訳だが,こ こ

にひ とつだけ,海 外移民の送金 のデータを示 しておこ う。表3は,西 サモアの輸 出入

と私的送金の総額 が示 されている。全体 に額 が飛躍 的に大 き くな ってい くが,そ れは

79年 以 降の漸 次的外貨切 り下げによるところが大 きく,80年 か ら84年 にかけての切 り

姦2 西サモアの輸由入総額と私的洪合額.及 び扶金額の輸入額に対する比率

1・97・ ・972i・9741・98・i・9821・984

輸 出 総 額(100万 タ ー ラー) 3.4 3.5 78 16.2 15.8 34.8

総 輸 入 額(a) ( 〃 ) 98 15.6 17.5 5乳2 6α0 100.8

私 的 送 金(b) ( 〃 ) 2.0 2.8 59 17.2 22.6 41.0

(b)の(a)に 対する比率(%) 20.4 17.9 33・713α1  3仏7
1

40.7

[WEs・1 ERN SAMoA GovERNMENT 1975,1984]

8)合 衆 国 国民(U.S. National)は 合 衆 国市 民(U.S. Citizen)と 異 な り,選 挙 権 を もた な い が,

合 衆 国 のパ ス ポー トを 支 給 さ れて 国 内を 自由 に移 動 す る こ とが で きる 。

9)し か し,太 平洋 の 人 口移動 につ いて 長 く研 究 して い るGonnellは,ア メ リカ合衆 国の サ モ ア

人 人 口に 関 して,44,000人(ア メ リカ領 サ モアか らは24,000人,西 サ モ ア か らは20,000人)と
これ とは相 当差 の あ る数 字 を推 計 して い る[CoNNELL 1987:377-378]。
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下げ率は86%に も及ぶ程である[山 本泰 1987:314]。 しか しそれを差 し引いてもな

お送金額は相当増えているし,驚 くほどの入超が続 く中での西サモアの経済の悪化と

も関連して,1970年 代後半を境として送金が輸出額を凌駕する程に増加 していること

は注目しておきたい。

 西サモアの識者はしばしばこうした状況について,「 我々は何も輸出するものを持

たないから人を輸出 している。親は子供を輸出して代わりに送金 してもらうのだ」と

自嘲 しなが らいう。実際,海 外に住む兄弟姉妹や子供をもたない世帯はほとんどな く,

またそうした人々からの送金なしで暮らしの成 り立っていることも少ないのである。

日常的な暮らしにおいて海外からの送金に頼ることはまずないが,し かし,儀 礼交換

や教会行事 に際 しては手紙を書いて送金を頼むことがしばしばである。また,ク リス

マスなどの行事に際 しては移民の側から自発的に送金することも多いし,家 を建てる

などの物入 りにも送金は付き物である。また西サモアに居住する親戚を招いたり,訪

問 してくる親戚の滞在中の費用からお土産まで面倒をみたり,帰 国に際 して近親者へ

の金を託 したり,と 統計に表われない援助も相当ありそうだ。

 それでは,mataiシ ステムの変容の問題に再び入ろう。

IV.称 号 分 割 と不 在mataiの 増加

 さ て,伝 統的 にサ モア にはmataiを 広 い範囲か ら補充す ることが可能であ ったこと

を前 々節 において検 討 したが,こ こでは さらに称号分割 とい う,mataiの 数 を増 や し

てい くサ モアの首長 シス テム に固有のメカニズムについて考察 してみよ う。

 西 サモアが,mataiの み が国会への代表をお くる選挙 ・被選挙権を もつ という現代

では珍 しい制度を もつ ことについては先に記 したが,こ れは国連信託統 治領 か ら独立

す る際 に,民 主主義の実現のために普通選挙 を条件 としていた国連 に,様 々な働 きか

けを行 って特別 に認 め させた ものであ る[DAvlDsoN l967:349-411]。 しか し,0

方 こ の制度を逆手 にとって,毎8α 内において,厩gα の合意を楯 にmataiの 称 号授与

をどん どん行 い,mataiの 数 を増やす ことによって選挙 に勝利 をおさめる試 みがな さ

れるようにな った。 最 も有 名なのは,ヴ ァイシガノ第一(Vaisigano no.1)選 挙 区で

あるが,1964年 の 選挙では投 票数が108で あ るのに対 し,3年 後の1967年 に は1295に

急 増 してお り,相 当数 の人 々が選挙のためにmataiの 位 に就 いたことを示 している10)。

 mataiを 増 やす際 に,冤9α 内で空位 とな っている称号名を探 し出す こともあるが,

そ れ以外 に しば しば行 われたのは,称 号分割(title splitting)と い う方法であ る。称
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号分割 とは,本 来 ひ とつの称号名に就 くmataiは ひ と りしか存在 しないはずであ るの

に,'顔9α 内での意思統一が図 りに くい等の理由か ら,2人 以上 に 同一の称号名を与

えることである。Marsackは 次 のよ うに述べて いる。

「1957年7月 に公 表されたmatai登 記 簿 によれ ば,例 えばサパパ リイ(Sapapali'i)

村 に は21人 のPapali'i称 号 の保持者が,ま た サツパイテア(Satupa'itea)村 に は

20人 のAsiata称 号 の保持者 が,ま たサ ラニ(Salani)村 には17人 のFuimaono

称 号 保持者がいる。 この習慣 は広範囲に行 われており,事 実,西 サモアのどの村

にも見出す ことがで きる。

 特 定称号への複数の指名が家族の繁栄 に何 らかのかた ちで関係す るどころか,

, faipule(国 会議員)選 挙の有権者数を増加 させ るため以外 の何 もので もないケー

スもあ る。そ してそれは村の 解α鰯 たちの集ま りからの要請 であることも多いの

だ」[MARsAcK l961:8]。

 この時代か ら既に,選 挙対策 としての称号分割が行 われて いた ことが伺えて興味ぶ

か いが,一 方称号分割 は決 して新 しい発 明ではな く,古 くか ら行われている正統な る

サモアの習慣であることも注 目しておかな くてはな らな い。Keesingは1934年 に 既 に,

この称 号分割が しばしば行われ るよ うにな ってい ることに注 目 し,無 闇な称号分割 に

警告 を発 してい る[KEEslNG 1934:245-246]11)。

 西 サモアの各村でフ ィール ドワークをする と,村 の最高位首長(ali'i sili)が しば し

ばひ とりで はない ことに驚か される。 まず 毎9α 全 体はその最高位首長 の称号名を頭

とす るい くつかの分枝(branch)に 分 かれている ことが多 い。これ ら分枝は 魏 汐吻 α6

(も し くは プ泌⑳Zθ)12》と呼 ばれてい る。 それ らは,決 して最近 の選挙制度 によ り増加

させ られた ものではな く,か な り昔 か ら存在 して いた ようで ある。

 例 えば,Kr舂erの 系 譜 によれば,ア アナ(A'ana)地 方 のS縟uala familyの 初 代

10)さ すがにこの選挙対策はサモアの議会でも問題となり,67年 の選挙をピークとして,選 挙対

策を目的とした称号授与は厳しく取り締まられるようになり,73年 の選挙の前 には,大 量の

 matai称 号授与無効の裁定が裁判所で下されることとなる。 この経緯はS. Tiffanyの 論文に詳

 しい[TIFFANY l975]。

11)称 号の格式 ・価値は,確 かに貨幣と同じく稀少性に負うところが大きい。従って無闇に称号

 授与を多発することは,イ ンフレと同じく称号の威信の低下という危険を招 く恐れがあるとい

 う主張は正 しい。とはいえ,称 号の数が今世紀初めより急激に増加 していることは確かだが,.

 人 口も同時期には急増しているのである。総人口に対するmatai数 の比率は,1904年 より1980

 年まで7か ら9パ ーセントの間を動いており,そ れ以後はやや上昇気味ではあるが,1988年

 2月 の選挙時でも,10パ ーセントを少しばかりこえた程度である[PITT l970:69;WEsTERN

 SAMoA GOVERNMENT 1980;SAMoA TIMEs Feb.19, ':i。

12)it� paepaeも ノ加⑳Z6も 切9αの分枝であるが,甑 如ψα8の方が独立性が高く,互 いに相手の

 分枝内の意志決定に意義をとなえる余地はない。
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Aiono称 号 の保持者 とみなされるAionolevaveに は3人 の妻 がいて,そ の最初の結

婚,す な わちAmituana'iの 娘 のIliganoaか らは, TualaとTuaifaivaの2人 の息

子 を,ま た レウルモエガ(Leulumoega)村 のAlipiaの 娘Togitotoか らはSu'ama-

tai'aを,さ らにおな じレウル モエガ村のOgataiの 娘Filituaか らはAionofina'i

を得 た との記事がみえる[KRAMER l902 Band l:177]。 今 日Satuala familyの

LeaupepeとAionoの2称 号を最高位首長 と仰 ぐファシトオウタ(Fasito'outa)村 に

おいてAionoの'厩9α にはAion6 Tuala, Aiono Su,amatai,a, Aiono Fina, iの3

つ の分枝 があ ることが確認 さ れ て い るが,先 のKramerの 系譜 と合 わせ考 えれ ば,

これ ら分枝がそ う最近 の ものでな いことは うかがえる。

 ま た,ア ツア(Atua)地 方 のソロソロ(Solosolo)村 につ いてみれば, Leota称 号 に

関 して,4つ の分枝 があることはLMSのfa 'aluPega集(卿 堀ψ璽αは地縁集 団  地

縁 組織 に属す る 脚 瓶 の集合一 に対面 しての儀礼 的な呼び掛 け。決 まり文 旬 として

マニュアル化 したハ ン ドブ ックをかつては ロン ドン伝道協会が,今 日ではサモア会衆

派 キ リス ト教会 が出版 して いる)で 確認 す る こ とがで きる[CoNGREGATIoN CHRI-

sTIAN CHuRcH oF SAMoA l978:141]。 fa 'a lapegaで は,分 枝 について言及す るこ

とは少な いが,Leota Leulua'iali'i, Leota Seiuli, Leota To'omata, Leota Lemusu

の4つ の分枝がfa'atuPegaの 中 に明記 されているということは,こ の分枝 がかな り古

い ことを示 しているのか もしれな い。

 これ らitti PaePae(な い しはそれ より下位の声 α⑳ 妨 と呼ばれる分枝 レベルの称号

分割 は,各 々の称号 が主権(μ 紛 をもつ宅地 ・耕地 があり,自 律的な親族 組織である

冤gα をそれぞれ に率 いて いる,と い う意味では,厩gα 組織の増殖作用にす ぎないと

いえな くもな い。 すなわち 冤gα の人 口増加 に ともない,'σ 忽σ運営の限界が生 じて

厩gα その ものが枝分かれを したのであ って,称 号分割 はむ しろその結果なのであ る。

それ に対 して最近 の称号 分割 は,宅 地 ・耕地の分割 を含まず,称 号名 のみを共有 する

表4 サマメア村とファガファウ村の在地並びに不在matai数 の移動

降 人・ 在地 鎚α厩 不在 拠α厩 (葬1, 葬2)

1965 135 5 5 (5, 0)
サマメア村(ウ ポル島)

1980 95 7 13 (11, 2)

1965 176 14 1 (0, 0)
フ ァガ フ ァウ村(サ ヴ ァイ イ島)

1980 206 26 16 (3, 6)

[薮 内1967こ22-23;杉 本1982:161-165]

(た だ し#1は 不 在matai中 の ア ピァ在 住 者,#2は ニ ュー ジー ラ ン ド在 住者)
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ものであ る。 そ して こうした急激な称号分割には,不 在mataiの 著 しい増加を加 えて

考察 する必要 があろう。1965年 に ウポル島のサマ メア(Samamea)村 とサヴ ァィ ィ島

のファガ ファウ(Fagafau)村 で薮 内 と共 に調査を行い,さ らに15年 後 に も再調査 を行

った杉本 は,そ の 〃2α緬 数 の推移を報告 し考察 してい る[薮 内 1967:22-23;杉 本

1982:161-165ユ が,こ れ はサ モアで同 じころ進行 した不在matai増 加 の現象 を端 的

に物語 っている。 表4は その報告か ら小論の論 旨にそ って筆 者が制作 した ものである。

双方 ともにmatai数 の著 しい増加 とそれに伴 って不在mataiが 増 えて いることが よく

わかる。以下 に,筆 者 がフィール ドワークの先 々で見聞 した,称 号分割のケ ースを3

つ ばか り挙げて考察 して みよう。

1. A村 のN称 号

 A村 は 自らを含む4つ の村のtulafaleた ちが選出 す る こ との で きる αo称 号Mを

最高位 とす る村 であるが,名 誉称号的性格の強いMは 政治的には余 り意味を もたず,

む しろかつてのM称 号保持者の息子 か ら生 じたN称 号 がMを 除 くali'iと しては最 も

格 が高 い と同時 に実質的権威 をもっているので ある。 さてN称 号はかつて より,4つ

のit� pﾘpﾘ(分 枝)に 分かれていた のであるが,筆 者が調 査を行 った1979年 初 頭の

段階で,各 々に相 当な数 の称号分割 が生 じていた。全体で この村か らN称 号を授 与さ

れた人は25人 に上 っていたにもかかわ らず,こ の村 に在住 しているのはた った5人,

他 の称号名で呼び倣 わされているがN称 号 も授与 されてい るとい う人を含めてた った

の6人 であ った。

 N称 号が,か くも大勢 に分割 されている原因は色 々あろ うが,こ の称号名が この村

でMを 除いては最 も重要で あるに もかかわ らず,配 下のmatai称 号 が全 く存在せ ず,

したが って 加 厩gα 形 式を全 くと らな い ことが大 き く関連 している と思 われ る13)。

お互 いのit� paepae同 士 がいかな る系譜 的関係 に立つのかについては,残 念なが らデ

ータをも っていな いが
,こ こで は各 々のit侊aepae内 の 状況 を 示す だけで充分 であ

ろ う。

 まず 伽 ραψ4θ1に つ いて。 このit� paepaeは 現 在9人 のmataiが 存 在す る。 これ

らのmataiを それぞれ にIa,Ib, Ic, Id, Ie,1 f, Ig, Ih,liと 呼 ぽ う。 この9人

の うちで この村 に居住 しているのはIaとIbの み で ある。(以 下,在 地mataiは 太

13)こ の村は一体に セガ鞠 α形式をとる'鞠 αが存在 しないが,そ れが村として特に例外的であ

 るというわけではない。 これは ω称号を頭とする村であるせいか,そ れとも単にシステムが

破綻 しているのか,そ れともひとつの村の存在様式なのか,現 在は断定せず将来の課題とした

 い。

315



国立民族学博物館研究報告 別冊6号

図1
'厩
9αS互N,it!7 PaePae I

字で示す。)Iaは60代 後 半で,全 部で5人 いるN称 号の在地mataiの 中 で最 も高齢

であ り,こ の'4忽0全 体を代表 してmataiの 集 会(fono)で 演 説を した り,カ ヴ ァを飲

んだ りの役 を もっぱ らに行 って いた。 もうひ とりのIbは ほぼ50才, matai集 会で も

それ ほど目立つ存在ではな い。その他Ic,Idは 隣…の村 に, Ie,1 f, 1 9は ウポル島の

ア ピア市ない しその近郊,残 りのIhは ニ ュージーラ ンド, Iiは ア メ リカに各 々住

んでいる。集 あえた限 りの系 譜関係 によれば,Ia,Ic,Id,Ie,If,Ihの6人 は近

親者か ら成 って お り(た だ しIhの 系譜 関係 は正確 には不明)(図1),こ の人 々がこ

のitit PaePaeの 核 を構成 していることは間違 いな さそ うである。 人 々の噂では, I b

は父 の称号で あるP称 号 を継 ぐつ もりであ ったが,冤gα 内の意志統一 が図れずに,

仕 方な く遠縁のIaに 頼み こんで称号名のみの約束でN家 のmataiに して もらったの

だ とい うことだ った。村を上げての教会落成式 が行われた時,ニ ュージーラン ド在住

のIhを 除 くIaを 核 とす る近親 mataiた ち は, Iaの 下 に結集 して一大'4@と し

て儀礼交換 を行 ったのであ る。IiとIgの2人 につ いてみ るな ら,こ の大 きな行事

に参加す ることもな く,ま た調査期間 中筆者 と顔 をあわせ ることもな く,不 在 ηα癖

の中で も最 も名 ばか りの ものであるといえそうだ。

 次 にitti paepae II。 この分枝 は 皿a, II b, II c, II dの4人 のmataiが 存 在す るが,

そ の うち 皿a,Il bの2人 が在地mataiで あ る。 II aは 父 もその養父 もこの 冤9α の

mataiで あ り,彼 を核 とす る このittZ PaePaeのII c, II dは 各 々II aの 妹 の夫 とまた

別の妹 の息子 であるが,2人 とも別 の島に住んでお り,病 気 がちのHaと は付 き合い

も薄 く,mataiで あ りなが らこの 冤9α の名声 や繁栄を充分顧み て い る とはい いがた

い。IIbは 皿aの 友達で あるが,様 々な事情か ら落 ち着 くべ き 毎9α をもたずにい

たので,ll aが この 毎9α のmataiに してや り,落 ち着 ける場所 を提供 してや ったの

であ る。 これは赤 の他人であ りながら,よ く 鋭α癖 を助けた(彦απ伽α)た め に,㎜ α傭

が彼 の努力 を評価 してさ らに協力 を引 き出すた めに称号授与 を行 う,と いう方 式の称

号授与 のバ リエーシ ョンとい って もよい。本来な らば配 下の称号名 を贈 るところだが,

な いものは仕方がない。IIbはIIaの 期 待通 り,儀 礼交換等の際には しっか り'δ忽σ

のた めにつ くしているよ うで あった。
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 さ て 枷PaePae III。 こ

のit ti PaePaeに 含 ま れ て い

る の は,III a, III b, III c,

III d, III e, III f, III gの

7人 のmataiで あ る 。 こ の

it tl PaePaeの 特 徴 はmataiの

図2
'厩9
αS互N,瀬Pα ψ α6皿

みな らず'亟9σ 全体 に牧 師や教師な ど高等教育 を受けた人 が多 く,今 ではだれひ と り

としてこの村 に常住 してい る者 がいな いとい う ことだ。III aは この 毎9α の代表者

とい って よかろ う。政府奨 学生 と して外国で学ん だエ リー トであ るが,専 門学校教師

としての仕事 に飽 き足 らず,こ の'δ忽αのmatai称 号 を得 て議員 に立候補 し,1970年

よ り1期 議員 を務 めている14)。 そ の後,諸 々の事情で調査 の時 点では再当選 が果た さ

れて いなか ったが,政 治家志望 には変わ りな く,村 を時折訪れては村 の人々に土産を

配 った り,教 会 に多大な献金を したりしていた。 一方,III Cは ア ピア国立病院 の医

師 として活躍 している。 さ らにIII fは 総 理府の役人 として これもア ピア市で活躍 中

であ り,誰 も住 んで いない ものの,耕 地のす ぐ近 くに家 を所有 して いた。 〃刎 認 の称

号をもてば,自 らの名 に付いて くる土地の他に,村 の境界 内の処女地を耕 して自分の

土地 とす ることがで きるが,III fは 人 を雇 って 自らの名で 処女地の 開墾を行 って輸

出用タ ロイモを栽培す る企業家で もあった。 その他III eは 隣…村に, III b, III dは

サ ヴ ァイイ島の よその村 に,ま たIII gは ア メ リカ領 サモァの ッッイラ島に住んで い

る不在mataiで あ る。 同 じころ行 われた教会落成式ではIII a, III b,の2人 と 痂9α

構成 員の牧師1人15)が 参加 して他の不在mataiの 名 において行われ るものも含めて盛

大な儀礼交換を行 い,大 工への報酬を集 めた時 も,III aの 名 において行 われた財 の

供出は,こ の村 の牧師 を除 く最大 であった。 このittz PaePaeのIII aを 核 とする近親

のmataiた ち の親族 関係 は図2に 示 した通 りであ る。

 最 後にittZ PaePae IV。 こ のit it PaePaeに 属 すmataiはIV a,1V b, IV c, IV d,

IV eの5人 であ る。 IV aとIV b  も っ とも後者 は他 の 厩9α の リーダ ーζ して

他の名前 の 祝α娩 として活躍 中であ るが  を 除 けば皆,不 在 ηα厩 で あるとはい う

ものの,IVe以 外 は隣…村 に居住 しているた め,さ ほど疎遠 ではない。 また最近亡 く

14)こ うした外国帰りのエリー トが,や がて郷里や縁故のある'あgαの高位称号を手に入れ,国

 会議員に当選する,と いう傾向は次第に顕著になってきている。かつては議員といえば,村 や

 地域の高位首長に限られており,サ モアの伝統文化には明るいけれども今日の国際政治を始め

 とする西欧世界のシステムには疎いのが普通だったが,そ うした西サモアの国会の雰囲気も変

 化 してきた。

15)matai称 号はもたないもののmatai並 みの敬意を表される。
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表5A村 のN称 号保持者/ita PaePae毎 のmatai twと その居住地

彿α'α∫総 数 在地 ηα痂 隣 村
サヴァイ
イ島の他
の村

アピア以

外のウポ
ル島

アピア

付 近

ニ ユ ー ジ

ー ラ ン ド

米領サモ
ァと合衆

国

癩 ρα吻 θ1

磁 ραψα8n

伽 ραψαθ 皿

磁Pα ψα81V

9

4

7

5

2

2

0

2

2

0

1

2

0

0

2

0

0

2

0

1

3

0

3

0

1

0

0

0

1

0

1

0

な ったIVα 一 隣…村のao称 号 も併せ もち国会議員 として活躍 していたため,こ の村

に居住 して いな いの に,在 地 〃協厩 のそれを遙 か に凌駕す る物資 を村 の行事に供 出 し

ていた一 およびIVβ は,両 世帯 ともにまだ後継者が きま って いないため,そ の延

長上で旧mataiの 名 において村 に対す る供出を行 っていた。4つ のittz PaePaeの 内 で

は最 もこの村 に根を下 ろ してい るといって もよいか もしれない。残念 なが ら,こ の 伽

PaePaeのmataiの 系 譜関係は不明の点 が多 い。

 以 上のN称 号 の称号分割 において,ittz PaePue毎 に事情は様 々で あるものの,概 略

をまとめたのが表5で ある。総数25名 のN称 号を もつmataiの う ち,在 住者 は6人,

近 隣…に住む人 も含めて11人 しか呼べ ば聞 こえる範囲 にはいない。 ちなみ に当時 の この

村の人 口246人(1976年 セ ンサス)に 対 して登記 して いるmatai称 号 の総数69,重 複

を除けば計65名 のmataiが い るが,こ の うち半数を超える36名 が当地には住んで いな

か った。

2. B村 のQ称 号

 この称 号名がかつ てよ り多 くの同名称号 に分割 されていた こと,ま た早 い時期か ら

選 挙対策 を目指 して称号分割が実行 されて いた ことは,例 え ばAla'ilima夫 妻 の研究

によ り知 ることがで きる。彼 らによれ ば,1959年 に6人 いたq称 号保持者は1964年 に

は14人 にな っていたのであ る[ALA'iLIMA and ALA'iLiMA l 966:242]。 ま ず この称

号 は隣…接す る2?の 村の各 々の最高位称号 と してQXとQyの 名 を もつが,各 々に

独 自の称号名起源伝承 を もち2つ の村 に分かれているところを見 ると,称 号が分割 さ

れてか ら久 しいようである。 さ らにQXは4つ,《2yは5つ のittz PaePaeを もつ。

筆者 の調査 になるのは後者QY称 号 のittz PaePaeの うちのひとつである。

 Qy称 号 の このittz PaePaeをitti .PaePue 1と す ると,こ のittz PaePaeに は1981年 現

在6人 のQy称 号 を保持す るmatai-一 一一一 QY 1 a, QY I b, QY I c, QY I d, gY I e,

QiYIf一 が いるが,そ の内で核 とな って いるのはQYIa,9YIbの 親 子であ る。
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QYIa(称 号 名就任 は1940年 。 以 下 カ

ッコ内は就任の年を示す)は70歳 を過 ぎ,

もはや妻 を亡 くし息 子に扶養 され る弱々

しい老人 であ ったが,毎gα の 代 表者 と

して人々に敬意を払われていた。qYIb

(1974年)は 実質的な世帯 の 経営者であ

る。QYIc(1971年)は 政府 の役 人 と

してア ピァ近郊 に住 み,9YId(1974

年)と ごく最近就任式を行 ったばか りの

Q)YIeは 同 様 にア ピア の 民間セクター

で働 く都会人だ。 特 に9YIdは ス ト

図3
,a"-i9αS互 Ω)r

,itti PaePae I

ア ・マネジャーとして 毎gα の娘 や息子を雇 って や?た り,そ の他 の就職の面倒 をみ

た りす るので,村 の他の 〃刎厩 た ちも頭が上が らな い状 態 で あ った。 もうひとり

QYIfは,小 島に位置す るこの村 が本島に もつ土地 に家 を構え,そ の土地 を耕 して

生活 していた。 ここは本 島の 中学 に小 島の'痂gα の子供が通 う時 の拠点で もあ った。

ここに住 む方 が格段 に便利で あるのに,こ のita PaePaeの 核 たる9Y I a, I b父 子

が小 島に住んで いるのは,こ の 厩gα にとって の最 も格の高 い土地が この小島にあ る

からで,父 子 の世帯 はここを離れ る気は毛頭 ないのである。

 以 上のmataiた ち の系譜関係 は図3に 示 した。9Y I eとQY I fは,2度 養 子縁組

を繰 り返 しているのに称号授 与を され た ということは,'δ 忽αの側 からは彼 らを仲間

に取 り入れ ることにメ リッ トがあ った ということにな るかも しれない。亡 くな った彼

らの養父 もやは りこの称号名を もつ 規α緬 であ ったが,警 察 に勤めて出世 した人で,

この地 に住む ことはなか った ようだ。QYIeの 場 合には,何 度 も儀礼交換 に際 して

財を持 ち寄 って きて,称 号 が欲 しい 旨の意志表示 があ った らしい。 厩gα が何 らかの

意志決定のた めに集 まれば,不 在mataiた ちはQY I a, QY I bの 都合 のいいよ うに

決めて結構で あるとい っているという。

3. C村 のSaR(称 号 名Rを 頭 とす る'diga)

 Rの 厩9α はかつてよ り2つ のit tz PaePαeに 分かれ,さ らに各 々内部で2つ ずつの

ノ加吻1θ と呼ばれ る分枝(伽PaePaeに 比 べるとよ りイ ンフォーマルな分枝)に 分かれ

て おり,そ の4つ ある分枝にひ とりつつR称 号を もつ リーダ ーが存在 して いた。 この

ひとつの分枝であるjuazfale 1はRIに 率 い られ る'au 'a-igaで あ ったが, R Iは 老 齢
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図4 '鞠 αS乞Rル α鈎`θ1

のたtoに 亡 くな って しまった。 この結果 この 厩9α は,称 号 の継承者 を誰 にす るかで

大 いにもめ,土 地 ・称号裁判所 へ裁 きがもちこまれるが,結 局RIの 長男 のRI'を

裁 判所が指名 し,彼 が就 くこととな った。 この間立候補 した3人 にこの名 を分割 しよ

うとい うことで'厩gα 内はま とま った が,同 じitti PaePae内 の異 なるfaazfaleに 属 す

R称 号の保持者 はこれ に同意せず,こ の計画は実現 しな かった。

 RI'の 称 号就任 は79年 暮 であったが,年 が明けてす ぐ,す でにいる6人 のmαtaiに

加 えてRI'は 新 しく8名 にRの 配下 とな る称号名 を授 けた。 R称 号 に関 しては,も

う一方 のjuaifateの 同 意が必要 とな るが, Rが 配 下の称号名を授 ける限 りにおいて は

称号分割 もRI'の 一 存で構 わ な い。 もっとも.fuazfale内 で ある程度の相談 は行 うの

ではあるが。

 この'醐'δ 忽αで はかつて よ り,住 んで いる人 々の生活 を守 る形での称号授与,す な

わ ち在地 メンバー に対す る授与 しか行 われていなか った(と はいえ,そ の うち1名 は

ハワイに移住 して不在mataiと な っていた)が,こ の大量の称号授与で,計15名 の

mataiの うち4名 が不在,そ の うちの2名 はハ ワイ及びニュー ジーラン ド在住 とな っ

た。 ちなみ に同 じit it PaePaeに 属 すがfuazfaleを 異 にす る 加 冤gσ には13名 のmatai

が い たが,い わゆ るafakasiフ ァ ミリー(白 人との混血一族)16)に 属 しなが らR称 号

を もつ最高位mataiが 既 にニ ュー ジー ラン ド在住 であ り,他 にニ ュージー ラン ドに住

むmataiが1人,首 都圏 に住むのが2人,他 村 に住 むのが3人 と不在mataiを7人 も

抱 えているのだ った。

16)half caste(混 血)が サモア語化 したもの。 外国人,特 に白人との混血によって生じたファ

 ミリーであるが,単 に人種的に混血なのではなく,ラ イフ・スタイルなどに西欧的なものを大

 きく受け継いでいる。彼らはバイリンガルのことが多く,植 民地時代より政府の役所に勤めた

 り,商 業に従事したりして,一 般のサモア人に比べると金持であり教育もあった。afakasiには

 かつてより名誉のために πα瓶 称号を授けるということが行われてきた。
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 このR称 号を リーダ ーとす る 毎9α は,毎9σ の分 枝 に各1名 の0を お くだけの称

号分割 しか して いないが,実 際 には,Rの 配下 とされ る多 くの称号名 を必要 とす る人

々へ授与す ることによ り,配 下のmataiの 数 を確実に増 や して きたのである。特 にR

称 号の初代保持者の個人名Gを 称号名 とす るmataiは,こ のit� paepaeで は計6人 も

いる。

 こ のケ ースで注 目すべ きは,分 枝間のバ ランス感覚 が称号分割 に拍 車をかけるとい

うことで ある。ひとつのit� paepae(な い しはfuaifale)内 で,称 号分割 をせずにまた

不在mataiを つ くらずに格式 を維持 しようと して も,対 を構成す る別 のit� paepae(な

い しはノ諏吻 」6)が大量の称号授与をやってのけると,な かなかその方針 を守 るのは0

しい。必ずit� paepae(な い しは ノ諏鈎 紛 内のmataiを 出 していない下位分枝か ら,

文 句が出て くるか らである。またit� paepae(な い しはfuaifale)内 の 一定の下位分枝

に不在mataiを 許 して しま うと,他 の下位分枝か らの要求に も答 えざるを得ない。 こ

う して,磁 ραψα6やfuaifale内 で 公平を保 とうとすればするほ ど,不 在 メンバ ーへ

の称号授与 が増えてい くことにな る。 厩9αSa Rの プ�ifale 1で 大 量 の称号授与 が行

われた ことは,同 じit� paepae内 の対 を構成す る他のfuaifaleで 不在mataiが 既 に多

く存在 していた ことと,恐 らく無関係ではあるま い17》。

 以 上のよ うに3つ のケースを紹介 してみた。最近 の称号授与 の増加 は しばしば選挙

制度 のせ いにされるが18,,必 ず しもそ うはいえない ことがわか るであ ろう。称号分割

の個々の例か らわかるのは,不 在mataiの 称 号授 与に も様 々な ケース があ るというこ

とである。最 も普通 に考え られ るのは,そ の村 出身で あるが,移 民 ・職業 をもつな ど

の理由で ア ピアやニュージーラン ドに住 み,も はや帰 って村 に住む ことは考えられな

いが,親 や兄弟姉妹 な ど がま だ 毎9σ に残 り,毎8α とのネ ットワークが存在 してい

る人 々であ る。 しか し,親 の代 か ら既 にア ピァに住んでお り,依 忽βとはあまり縁が

なか ったのにお願 い して称号名を もらった,ま たは予期 しな いまま 厩9α か ら称号を

授与 された(な にかの贈 り物の如 くに)と いう場合 もあ る。また結構多 いの は,よ そ

の村 に住んでいなが ら 厩gα ネ ッ トワークを通 じて称号を もらう,と い うケースであ

ろう。 そ してそ うした不在mataiの 毎9α との関わ りも様 々なケ ースがみ られる。称

17)大 量のmatai称 号の授与は,こ のように一定の弾みがつきだすと止まるところを知らないが,

 逆に最高位称号を分割せずに孤高を保 って安定している'～璽αもある。rr称 号ではないが地方

 の レベルで敬意を払われている称号にそうしたケースが多い。例としては,レ 凶ア(Lepea)村

 のFaumuin繽ﾌ 号やロトファガ(Lotofaga)村 のFiam髀ﾌ 号が挙げられよう。
18)し ば しばSamoa TimesやSamoa Weeklyな どの週刊新聞の紙面に, mataiシ ステム崩壊の

 元凶は選挙制度であるとの投書が掲載される。
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号名は貰ったもののもうほとんど関わりをもたな くなってしまった 〃観厩 もあるが,

町に住みながら毎月のように訪れ, 冤9αに貢献するばかりか村の人々にもそれとな

く物をばらまく代議士志願者 もいる。さて次節では,な ぜ不在mataiが 増えるかにつ

いての考察をしてみよう。

 V.不 在matai増 加 の メ カ ニズ ム

 厩gαの土地を守 りその地に生きる人々は�ataiが その土地に住む べきであると

いう伝統的規範と裁判所の意向に背いてまで,毎8α の外部 メ ンバー一 、毎8αの不

在者  ・にいったいどうして称号を授与してしまうのだろケ8実 際には,も し誰か

毎9σの1人 ・ 称号名が重要なものであれば,痂9α メンバーで なくとも村や地方

のmataiで もかまわない  が裁判所にその人物が不在であることを訴え出れば,そ

の称号登記は無効 とされる可能性が高いのに,誰 もそんなことはしない。 厩9αシス

テムが生活の基盤である人々,す なわち 厩9αに居住 している人々が 厩9αの裁定の

多 くを握 っているはずなのに,ど うしてmataiシ ステムを崩壊させる0因 となりうる,

不在者への称号授与を許 して しまうのだろう。この節では在地mataiに とっての不在

mataiを 増やすことのメリットと,不 在者にとってのmataiと なることのメリットの

両側面について考察 してみよう。

 まず第1に,切8α の在地メンバー,と りわけ在地メンバーを代表する在地matai

の立場から。 毎gαの土地に住み,痂gα を経営 し,持 続して い く責任者 としての

mataiは,先 に示 した よ うに,痂gα を生活共同体 として成 り立 たせ る経営手腕や

厩gαのモラルを リー ドする 「お父さん」の役割を果たす他に,ノb加 等の儀礼に参加

して演説を含む儀礼的役割を滞りな く遂行するための伝統的・儀礼的知識をもち,それ

に加えて 観8αの対面を維持するために儀礼交換に充分な財を集積する能力が必要 と

なって くる。儀礼交換に必要なものは,か つては細編みゴザ('ゴ8聰 α)や樹皮布をは

じめとした,女 性の生産物である女財 侮9α)と,ブ タ ・タロイモなどの食料や武器 ・

道具類からなる男財('oloa)で あった。そのた めに昔は多 くのブタを飼 っていたもの

だし,mataiが 自分の葬式用のブタを長年かけて育てることも多かった。しかし今 日

では,ブ タの代わ りに箱入り缶詰や塩漬け肉の樽づめなど現金で入手可能なものを多

用するようにな り,ま た食物等の代替物として現金が同じく多用されるなど,交 換財

が大 きな変容を遂げたため[山 本?山 本 1981:97-!38;山 本 真鳥
.1985]に,儀 礼

交換の行事に際 しては,も っぱら大量の現金を必要とするようになってきた。これは
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実はmataiシ ステムにとってめ大きな危機である。なぜなら,自 給自足経済を運営す

るに足 りるだけの(平 たく言うなら,食 っていけるだけの)土 地をもち,本 来なら経

営が成 り立っていくはずの在地世帯が,在 地であるがゆえに 厩9αの名声を維持する

べ く儀礼交換を行うだめには,自 らが自給することのできないものを必要 とすること

になるからだ。(かつてはそんな ことはなかった。 どの 毎9αもブタもタロイモも生

産していた し,'ie彦塑α も編んでおり,そ れで充分だったのである。)日 常的にも,

学校の授業料や,教 会の献金,衣 類を整えたり,お 惣菜用の缶詰を買ったりするのに

現金が要ることは要るが,こ ちらはたかが知れている。けれども儀礼交換に必要な現

金は桁外れに大きな額だ し,葬 式など突然に必要となることも多い。

 こうして,厩8α は'δ忽σ経営の外側から現金を注入 してもらう必要が出て くるわけ

だが,こ れが不在mataiの 増加に大いに繋がろて くるのである。もともと'緤gaに 居

住せずに生活している不在メ.ンバーは,厩9α の資源を利用せずに生活をな りたたせて

いる。そのメンバーが在地メンバーの息子や娘であれば,彼 らは親への義務があるか

ら儀礼交換を含めて様々な機会に 厩9αへ現金を供給する。甥 ・姪であれば,大 きな

儀礼交換の時には多少協力して くれるかもしれない。しかしながら,そ の関係を超之

て しまうと,も う協力は期待できな くなる。そこで必死で行われる 厩9α とりこみ作

戦が不在メンバーへのmatai称 号授与となるのである。給与生活者であるアピア居住

者や海外生活者は,村 に住む人々よりも容易に現金を手にいれることができるから,

そのターゲ ットとなり易いといえよう。 厩8αへの系譜的関係 がいかなるものである

にせよ,mataiに してしまえぱ 毎9αを維持する義務が生 じてくるから,儀 礼交換に

際して大いに協力を期待できる。また,そ うした都市生活者は 毎9α の資源を利用す

る権利を潜在的にもっているが,都 市でエスタブ リッシュした人が田舎へ帰って住む

ことはまずないので,在 地メンバーの生活基盤を侵すこともない。つまり,生 活資源

を与えないのに儀礼交換には協力が期待できるという,在 地mataiに とってこの上も

ない条件を不在 規α瓶 はもっていることになるのである。よしんば乳称号名を授与し

たのに期待 した協力が全 く得られないとしても,次 の代でそのラインから称号名を要

求 してきたときに,前 任者ρ不協力を示 して断わることだって可能だ。    ・

 また,不 在mataiへ の称号授与はそのような意識的戦略でなされていないことだっ

てある。厩9αが,す なわち在地mataiた ちが,当面の儀礼交換に必要な財が集まらず困

っている時,藁 にもすがる気持ちで不在メンバーに助けを頼み,意 外と気楽にその人

が出して くれたとしよう。その不在メンバーはさらに以後何度かそうした機会に助け

てくれたとする。こうした経緯からmataiは その不在メンバーに感謝の印としてmatai
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称号を贈 って も不思議 はな い。困 った時 にmataiを 助 けるのは大 きな奉仕(tautua)な

の だか ら。 また このように寛容 に在地mataiを 助 けて くれた不在 メ ンバ ーが称号 を欲

しいと意志表示すれば,前 節 の(罪 の 厩gα の如 くに 厩gα はおそ らく授与せ ざるを

得な いに違 いな いのである。 しか しなが ら,厩gα の好む と好ま ざるとにかかわ らず,

これ ら不在mataiた ちは,ま す ます儀礼交換に大 きな協力 を果た して くれ るはずだ。

 以 上のよ うな 冤gα にとって の不在mataiの 経 済的利点 に加えて,不 在mataiの 政

治的利点 もある。 政府の役人,著 名人,有 力者で,厩8α に暮 らす ことはないが,血

縁 を もつ人 々に,冤gα は しば しばmatai称 号 の授与 を行 う。 これはあたかも何 らか

の功績 に対する褒美の ような気 す らす るが,こ れは'晦 αにとっての一種 のエ リー ト

取 り込み作戦 なのであ る。 そ う したく優秀 な〉人 物は 厩8α の名を世 に知 らしめ るの

におおい に功績 あるはずで,出 世 した人の もとには血縁 関係 をもつ複数 の'あ8α が殺

到 して称号授与 を申し出る こと もある。 もちろん こうしたエ リー トは,経 済的に も恵

まれていることが多いか ら,儀 礼交換に も大 いに期待で きるのである。

 か つてよ り,冤gα で地道 にmataiに 仕 え る人よりもア ピアに住 む 白人 とのハ ーフ

(afakasi)に 称 号 を授与す ることは多 く行われてきた19)し,そ れがmataiシ ス テムを

崩壊させ る原因であると糾弾す る向 きもある[KEEsING l 934:250]。 が しか し,そ

れは後者 がア ピアで商業等を営んで金持 であり,そ うした面での援助 が大いに期待で

きた ことと関連 しているのであ る。 現金面 での援助を 毎gα は結構古 くか ら必要 と し

て きたようだ。

 で は,今 度 は不在 〃螂厩 の側 か らこの問題 を検討 してみよう。生活資源を利 用す る

ことな く,た だ一方的 に儀礼 交換に財 を提供するだけなのに,な ぜ 厩gα の不在 メ ン

バ ーはmatai称 号 を受けるのだろ う。 この答えは微妙であるが,お お よそ以下 の2つ

に要約で きるだろう。まず,サ モア社会の 中でmataiで あ るかな いか によって人 々か

ら受 ける敬 意が大 き く異 なる とい うことであ る。mataiで あれ ば,ア ピァの公式な席

で もその称号 名で呼 ばれ,mataiに 相 応 しい敬語で語 りかけ られ る。 mataiた ち が談

笑 して いる中に加わ り,同 席 するこ とがで きる。 もしもそれがサモアで ちょっとは名

の知 られ た称 号名であれば,単 にmataiの 仲 間入 りがで きるのみな らず, mataiの サ

ークルで もたちまち一 目置かれ るこ とにな る
。サモア人 として,中 年 にさしかかって

いるのにmataiと な って いな いということは,実 に情 けないことなのだ。称 号は勲章

のような単な る飾 りで人間 の本質 的価値 を決めるものではない,私 はそんな もの はい

19)例 え ば,1920年 代 の マ ウ運 動 の指 導 者 だ った0.F. Nelsonが サ ヴ ァイ イ島 の 有 力称 号Ta'1S1

 を も って いた こ とは有 名で あ る。
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らない,と い っていた大学出のエ リー トの何人が,立 派 な称号名の授与 を 毎96に 申

し出られた時 に本心か ら断 ったであろうか20》。

 ニ ュージー ラン ドな ど外国にいるときは どうだろ うか。な るほど外国 にいればそん

なものは必要 なさそ うだが,し か し本国 にい るほ ど切実に必要ではないに して も,サ

モア人 コミュニティでmataiに 捧 げ られ る敬 意は同 じだ。それでは西サモア内の別 の

村 に住 む時 は どうだろう。 この時 にはますます もってmataiで あ るこ とが意味を も

つ。よその村 のmataiで もmataiと な ることによ って,実 際 に居住 し,土 地利用 して

いる冤9α のmatai  名 目的 な 主 人 で あ る一 にもはやtautua(奉 仕)す る必要

はない。 さまざまな財の供 出の命令 に従 うことな く,suaと 呼 ばれる食物の捧げ物を

す る必要 はな い。 また,居 住 する村のmataiの 集 ま りで食物をふるま うことによ って,

matai会 議 に 参加 も可能である。 長 く居住Lて いる村で 厩gα 内のごた ごたか らそ こ

で称号を授 与されな くても,よ その村 にある 厩gα か らmatai称 号 を もらうな ら,末

席ではあって も村のmataiの 集 ま り(fono)に 参加 するこ とだ ってで きるの だ。

 も う1つ,た とえ不在であ ってもmataiと な る利点は,称 号をもつ ことによ って生

じる潜在 的権利で ある。例え ば二z一 ジーラン ドで職 を失 った として も,帰 って土地

の分け前 をもらいそこで暮 らしていける,と い う安心感 をmataiに な ることによ って

得 ることがで きる。 もちろんmataiに な らな くて も 厩goに は戻 っていけるはずだが,

しか しmataiの ほ うが大 きな顔 を してい られる し,誰 も文句の付 けよ うがない。 また

ニュージーラ ンドで暮 らす自分 の子供や孫,甥 姪だ って,い ざとなれ ば,オ ジさん が

mataiだ,と 威張 って 厩gα に帰 ることもで きよう。 そ うした保険 としての称号授与

の機 能は大 きい。 それ というの も,サ モァでは誰 か分か らぬ人が 冤g〃 メ ンバーかど

うかを知 るの に,そ の人の直系 の先祖にその 厩gα のmataiが い るか どうかを指標 と

して きた からであ る。 そ してそれ は近い先祖で あれ ばあるほど 痂gα との関わ りが大

きい証 とな る訳だ。ニ ュージーランドである程度成功 し,も はやサモア に帰 る ことも

考えずにいた あるサモ ア人が,突 然 厩9α か らmatai称 号授与 の申 し出があ り,驚 き

戸惑 つた揚 げ句 に受 けたが,最 終 的に彼を決 意させたの は,そ れが子供や孫,甥 たち

に薄 し将来何かの役にたつかも しれない ということだ ったそ うだ。

 以 上の ように分析 してみると,在 地mataiの 側 にも不在mataiの 側 に も不在matai

へ の称号授 与を歓 迎す る要因があ るよ う、だ。不在 メンバ ーに も利点が存在 する以 上,

在地mataiの 側 の不在 メ ンバ ーと りこみ作戦 と しての称 号授与 は大 いに成算のある事

業であぐといえ よう。

20)私 には無理です,と 本心からではなしに一応形式的に辞退するのはサモア式礼儀とされてい

 る。

325



国立民族学博物館研究報告  別冊6号

w.結 論

 さて以 上の考察を終えて,サ モアの近代化 ・都市化 に伴 い,首 長 システムにも シス

テ ム上の多 くの変化が生 じている様子が納得で きた に違 いない。首長(家 長)と しての

mataiの 役割 は様 々で あるが,痂gσ の土地 に住 み,毎gα に生 きる人 々の労 働力や

厩gα 固有 の土地資源を配分 し,'吻 αのモ ラル の リーダ ーとな る,さ らに外部 に対 し

て 厩8α を代表 して村の合議 体の会合 に 出席 した り,'δ 忽αの 名において儀礼交換 に

参加す る,と いった多 くを数え挙 げることがで きる。単 に経営者 であるばか りか,儀

礼や伝承によ く通 じた伝統的知識人で あり,人 々のモ ラルの リーダーと して 毎gα の

名声を保 つ,そ れ以外 にも儀礼 交換 に必要 な現金をた っぷ り稼 ぐ,そ んな万能 リーダ

ーがmataiの 理想像であ る
。 しか し,か つてはいざ知 らず,今 日そんな万能 リーダー

がいるだ ろうか。 また,mataiは 万 能で もmataiの 手 足 とな って働く若者がどれだけ

いるというの か。 多 くの 厩gα は,有 能な若者や少女 がア ピァで職 についていたり,

ニ ュージー ランドに移民 して しまった りで,労 働力不足 に悩まされているのである。

かつては人々に労働の指示はするがあとは家 の中で座 って いるだけだった といわれる

mataiだ が,今 日では 自ら自家消費用の根栽類の世話を した り,商 品作物(バ ナナ,

カ カオ,コ コヤシの三大作物 に加えて最近登場 の輸 出用 タロイモなど)の 手 入れを し

た り,と いうのが現実である。

 こ うして伝統的mataiの 役割 は,過 疎化す る村で 厩gα を守 る在地mataiと,都 市

で近代的職業 に従事 して 厩8α に主 として儀礼交換用の現金を もたらす不在mataiと

の 二極 に分化 され ざるを得ない。役割を2つ に分 けては じめて現代 のmataiシ ス テム

は成 り立 って いるとい って もいいほどだ。 というの も,不 在mataiな しに,あ るいは

不在mataiで な くともア ピアやニュージーラン ドに住む近親者 の助け(い ずれ これを

tautuaと して称号を授 け られ,不 在mataiと な る可能性 が高い)な しに,う ま く運

営 されている 厩9α はまずほ とんど存在 しな いか らであ る21)。 不 在mataiは 今 日では

mataiシ ス テムそのもの に内在化 されて いるのであ り,こ れな しに システムは成 り立

たな いとい って もよい。

 しか し,興 味深いのは,mataiシ ス テムの もつ文化的統合力であ る。 近代化という

ベク トルは村か ら都市であ るア ピア,さ らには移民先の外国へ向 きながら,ま た人 口

21)と はいうものの,政 府の役人であったり先生などしながら,村 に住んで伝統的なmataiの 役

 目も果たしている人が稀にはある。自分が働 くことで現金収入もある程度確保 しつつ,自 給用

 の農耕も'鞠 αメンバーにやらせているのである。
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もそれに沿って少 しつつ流れ移動 していくのに,依 然としてサモァ人の価値のベクト

ルは各々め過疎化 した伝統的村へと向いている。サモアの高位称号をもつ人が外国で

客死すれば,そ の遺体は防腐措置が施されたのち,飛 行機でサモアへ,そ して村へと

運ばれてそこで葬儀が行われる。 もちろん,厩gα のその地 に埋葬されるのである。

サモァ人は世界 中のどこでどのような活動をしていても,翅 σ妬 称号がある限り自分

の属すべきところ  それは地図でみれば点にもな らないかもしれない南太平洋のサ

モア諸島のX村 の 痂9σSaYの 土地である一 をもち,そ こに見えない根を生やし

ているのである。 不在者の 襯 伽 称号 はまさにその地 と不在者 とを結ぶメディァで

ある。不在 〃吻厩の称号を媒介として 〃協厩 システムを維持するのに必要な現金が,

移民先からアピアや村へ,ま たアピァから村へと流れこんでいくのである。称号分割

を挺とする不在 祝α娩 への称号授与は 祝α短 システム,す なわち首長システムの破壊

であると糾弾するサモァ人識者も多いけれど,と りあえずは首長 システムの現代世界

システムへの適応なのだと考えるべきであろう。.
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